
第５次新座市総合計画前期基本計画 施策評価シート（対象：令和５年度実績）

施策２　防犯体制の充実

第５章　基本政策❺　安全・安心を実感できるまち【安全安心】

第１節　危機管理

基本計画
掲載頁 120～122

施策の
達成状況 Ｂ

Ａ：順調に推移した
Ｂ：おおむね順調に推移した
Ｃ：進捗が遅れた

成果
自主防犯パトロール団体に対し防犯資機材の貸与を行っているほか、新座市防犯・暴力排除推進協議会と連携し防犯キャンペーン
の実施や、町内会等に対する防犯灯設置費及び管理費補助金を通して防犯対策を推進した。

課題

【参考】施策領域ごとのＫＰＩ※１（重要業績評価指標）

項目
現状値

（策定時点）
令和５年度 令和６年度 令和７年度

高齢化等による自主防犯パトロール団体の減少が危惧されるが、自主的な防犯活動をより一層促していく取組が必要である。

今後の
方向性 Ⅰ

Ⅰ：現状のまま継続
Ⅱ：一部見直し等の余地がある
Ⅲ：抜本的な見直し等が必要

成果・課題を踏まえ
た今後の取組方針

自主防犯パトロールの拡大を図るとともに、今後も引き続き、新座警察署を始めとする関係機関との連携などにより一層防犯体制
を強化していく。

令和８年度 令和９年度 目標値
令和５年度時点

達成度※２ 所管課

危機管理室

消防団員数 187人 192人 235人 Ｂ 危機管理室

防災訓練を実施する自主防災会数／実施
回数／参加者数

61団体
34回

1,630人

61団体
43回

4,800人

61団体
70回

6,000人
Ｂ

危機管理室自主防犯パトロールを実施する団体数 78団体 78団体 91団体 Ｃ

※２　【達成状況評価について】Ａ：目標を上回るペースの指標値　Ｂ：目標値を達成するペースの指標値　Ｃ：やや遅れ気味

※１　ＫＰＩは「施策」ではなく「施策領域」ごとに設定しているものです。
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主な施策展開の進捗状況

○

○

○

○

○

（１）　防犯意識の高揚 施策の進捗状況 評価の説明 所管部 所管課
市民一人一人の防犯意識の高揚を図るため、新たな犯罪の特性に応じた内容に
見直しながら、啓発活動を実施します。 Ｂ（おおむ

ね順調）
市ホームページに犯罪発生状況を掲載したり、犯罪が発生した地域の町内会と連携し注意喚起
を行っている。

危機管理室

（２）　防犯体制の整備 施策の進捗状況 評価の説明 所管部 所管課
警察署と連携して不審者情報・犯罪情報を把握し、学校・防犯関係団体などへ
速やかに情報提供を行い、地域の防犯体制の充実を図ります。 Ｂ（おおむ

ね順調）
市ホームページに犯罪発生状況を掲載したり、犯罪が発生した地域の町内会と連携し注意喚起
を行っている。

危機管理室

防犯パトロールなど、市民及び事業者による自主的な防犯活動を促すため、防
犯資機材の貸与など、防犯関係団体の活動の支援を行います。 Ｂ（おおむ

ね順調）

自主防犯パトロール団体は高齢化等により減少傾向にあるが、自主的な防犯活動を促すため、
自主防犯パトロール団体に対し防犯資機材の貸与を行っているほか、新座市防犯・暴力排除推
進協議会と連携し防犯キャンペーンを実施している。

危機管理室

高齢者を狙った振り込め詐欺の対策を強化します。

Ｂ（おおむ
ね順調）

市内高齢者向けに出前講座を開催し、特殊詐欺防止のための啓発を行った。また、配食サービ
ス事業者を通して、高齢者に向けた特殊詐欺防止啓発チラシの配布を行った。

市民生活部 産業振興課

○

道路照明灯の設置など、防犯対策を推進します。

Ｂ（おおむ
ね順調）

新座駅及び志木駅に設置されている防犯カメラの管理を行う。
また、防犯カメラ設置に関する相談を受け付ける。

危機管理室

Ｂ（おおむ
ね順調）

防犯灯の設置・管理を行う町内会等に対し、補助金を交付した。 市民生活部 地域活動推進課

Ｂ（おおむ
ね順調）

道路照明灯を１９基新設した。 インフラ整備部 道路管理課

（３）　犯罪被害者への支援 施策の進捗状況 評価の説明 所管部 所管課
犯罪被害者支援のための施策を推進し、市民への周知を図ります。

Ｂ（おおむ
ね順調）

市ホームページに犯罪被害者等支援に関するページを作成し、周知を行っている。
また、犯罪被害者週間（１１月２５日～１２月１日）に街頭キャンペーンを行っている。

危機管理室
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